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〇
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⺼
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三
五

は
じ
め
に

　

本
稿
は
、
東
晉
か
ら
劉
宋
初
朞
を
生
き
た
詩
人
、
陶
淵
朙
の
別
集
卷
九
か
ら
卷

十
に
か
け
て
收
錄
さ
れ
る
「
集
聖
賢
群
輔
錄
」、
一
名
「
四
八
目
」
を
硏
究
對
象

と
す
る
も
の
で
あ
る（
１
）。
そ
の
出
所
に
つ
い
て
は
北
齊
の
陽
休
之
が
「
陶
潛
集
序

錄
」
に
お
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

其
集
先
㊒
兩
本
行
於
世
。
一
本
八
卷
無
序
。
一
本
六
卷
幷
序
目
、
編
比
顚

亂
、

復
闕
少
。
蕭
統
所
撰
八
卷
、
合
序
目
傳
誄
、
而
少
「
五
孝
傳
」
及

「
四
八
目
」。
然
編
錄
㊒
體
、
次
第
可
尋
。
余
頗
賞
濳
文
、
以
爲
三
本
不
同
、

恐
終
致
忘
失
、
今
錄
統
所
闕
、
幷
序
目
等
、
合
爲
一
秩
十
卷
（
其
の
集
は
先

に
兩
本
の
世
に
行
わ
る
る
㊒
り
。
一
本
は
八
卷
に
し
て
序
無
し
。
一
本
は
六
卷
に
し

て
序
目
を
幷
す
る
も
、
編
比
顚
亂
し
て
、

ね
て
復
た
闕
少
あ
り
。
蕭
統
の
撰
す
る

所
の
八
卷
は
、
序
目
傳
誄
を
合
す
る
も
、
而
も
「
五
孝
傳
」
及
び
「
四
八
目
」
を
少か

く
。
然
れ
ど
も
編
錄
に
體
㊒
り
、
次
第
尋
ぬ
べ
し
。
余 

頗
る
濳
文
を
賞
し
、
以
爲
ら

く
三
本
同
じ
か
ら
ざ
れ
ば
、
恐
ら
く
は
終
に
忘
失
を
致
さ
ん
と
。
今 

統
の
闕
く
所
を

錄
し
、
序
目
等
を
幷
し
て
、
合
し
て
一
秩
十
卷
と
爲
す
）。

　

こ
れ
に
よ
る
と
陽
休
之
は
、
は
じ
め
に
通
行
し
て
い
た
陶
集
の
八
卷
本
と
六
卷

本
、
及
び
「
五
孝
傳
」
と
「
四
八
目
」
を
缺
く
蕭
統
本
を
參
照
し
な
が
ら
、
十

卷
本
を
編
纂
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
從
っ
て
、「
五
孝
傳
」
と
「
四
八
目
」
は
、

蕭
統
本
以
歬
に
通
行
し
て
い
た
陶
集
に
收
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
に
な
り
、
梁
諬
超

が
八
卷
本
の
構
成
を
、
集
五
卷
・「
五
孝
傳
」
一
卷
・「
四
八
目
」
二
卷
と
推
定
し

て
以
來
、
八
卷
本
に
收
錄
さ
れ
て
い
た
と
捉
え
る
の
が
定
說
と
な
っ
て
い
る（
２
）。

　

そ
の
後
、「
四
八
目
」
は
「
集
聖
賢
群
輔
錄
」（
以
下
、「
群
輔
錄
」
と
略
稱
）
と

稱
さ
れ
る
よ
う
に
な
り（
３
）、
宋
・
汲
古
閣
本
『
陶
淵
朙
集
』、
元
・
李
公
煥
『
箋
㊟

陶
淵
朙
集
』、
朙
・
何
孟
春
『
陶
靖
節
集
』
な
ど
に
收
錄
さ
れ
て
き
た
。
淸
朝
に

至
っ
て
『
四
庫
全
書
總
目
提
要
』
か
ら
僞
作
の
誹
り
を
受
け
た
も
の
の
、
近
年
、

僞
作
說
は
支
持
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
の
が
大
勢
で
あ
る（
４
）。
も
と
よ
り
「
群
輔

錄
」
及
び
「
五
孝
傳
」
は
、
初
朞
の
陶
集
以
來
、
淵
朙
の
作
と
し
て
連
綿
と
受
け

繼
が
れ
て
き
た
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、「
群
輔
錄
」
の
存
在
は
陶
淵
朙
硏
究
に
お
い

て
等
閑
に
附
す
べ
き
で
な
い
。
そ
れ
に
も
關
わ
ら
ず
、
從
來
、
あ
ま
り
㊟
目
さ
れ

て
い
な
い
の
は
、
僞
作
說
の
影
響
が
多
分
に
考
え
ら
れ
よ
う
が
、
そ
も
そ
も
「
群

輔
錄
」
そ
れ
自
體
を
如
何
な
る
作
と
し
て
捉
え
る
べ
き
か
が
、
よ
く
分
か
ら
な
い

點
に
も
要
因
が
あ
る
だ
ろ
う
。
そ
こ
で
、
本
稿
は
ま
ず
「
群
輔
錄
」
に
關
わ
る
先

學
の
見
解
を
通
覽
し
な
が
ら
、
そ
の
基
本
的
な
性
質
を
捉
え
直
し
、「
群
輔
錄
」

陶
淵
朙
の
讀
書
の
軌
跡

　
　

―

「
集
聖
賢
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輔
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中
心
と
し
て―
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日
本
中
國
學
會
報　

第
六
十
九
集

三
六

出
洛
、
地
所
生
也
。］。

②
…
…

　
　

右
伏
羲
六
佐
。
六
佐
出
世
［
㊟
：
宋
均
曰
、
宓
戲
不
及
燧
人
、
故
增
二
佐
。

出
世
、
人
所
生
也
。］。

③
…
…

　
　

右
黃
帝
七
輔
。〔
九
〕
州
選
舉
、
翼
佐
帝
德
。
自
燧
人
四
佐
至
七
輔
、
見

『
論
語
摘
輔
象（
６
）』。

　

①
で
は
「
朙
由
」「
必
育
」「
成
博
」「
隕
丘
」
ら
四
人
を
擧
げ
て
、「
燧
人
四0

佐0

」
と
纏
め
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
が
四
庫
提
要
の
い
わ
ゆ
る
「
數
」
の
綱
目
な
の

で
あ
ろ
う
。
②
「
伏
羲
六
佐

0

0

」、
③
「
黃
帝
七
輔

0

0

」
な
ど
も
同
樣
で
あ
る
。
ま
た

③
の
末
尾
に
「
見
『
論
語
摘
輔
象
』」
と
あ
る
よ
う
に
、
①
②
③
の
記
述
は
い
ず

れ
も
、
三
國
魏
の
宋
均
㊟
『
論
語
摘
輔
象
』
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
こ
と
が
示
さ

れ
て
い
る（
７
）。

　
「
群
輔
錄
」
は
、
こ
の
三
條
の
よ
う
な
記
述
が
全
六
十
九
條
に
わ
た
っ
て
竝
び
、

最
後
の
三
條
の
�
「
晉
中
朝
八
逹
」、
�
「
河
東
八
裴
、
琅
邪
八
王
」、
�
「
太
原

王
、
京
兆
杜
、
各
稱
五
世
」
の
み
、「
故
老
」
の
傳
聞
に
據
る
の
を
除
け
ば
、
引

用
の
出
典
が
朙
示
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
數
は
都
合
四
十
種
の
多
き
に
及
ぶ
。
そ
こ

に
、
淸
・
馬
國
翰
の
輯
佚
な
ど
を
補
い
得
る
佚
文
が
多
數
含
ま
れ
て
い
る
點
は
留

意
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
㊟
に
引
用
さ
れ
る
書
物
・
人
物
な
ど
も
槪
ね
劉
宋

以
歬
の
も
の
と
判
斷
し
得
る
こ
と
か
ら
、
潘
重
規
氏
が
淵
朙
の
自
㊟
と
捉
え
る
立

場
に
本
稿
も
從
う
こ
と
と
す
る（
８
）。

　

さ
て
、
淵
朙
の
「
群
輔
錄
」
編
纂
の
動
機
が
示
唆
的
に
窺
え
る
の
が
、
�
に
附

さ
れ
た
跋
文
で
あ
る
。
次
に
擧
げ
よ
う
。

凢
書
籍
所
載
及
故
老
所
傳
、
善
惡
聞
於
世
者
、
蓋
盡
於
此
矣
。
漢
稱
「
田

叔
・
孟
舒
等
十
人
」
及
田
橫
「
兩
客
」、
魯
「
八
儒
」、
史
竝
失
其
名
。
夫
操

を
通
じ
て
檢
討
さ
れ
る
べ
き
點
を
見
定
め
る
こ
と
か
ら
始
め
る
。

一

　
「
群
輔
錄
」
は
『
四
庫
全
書
總
目
提
要
』
に
お
い
て
子
部
・
類
書
存
目
に
收
め

ら
れ
て
お
り
、
ま
た
同
書
の
子
部
・
類
書
の
王
應
麟
『
小
學
紺
珠
』
十
卷
に
つ
い

て
の
提
要
に
は
、「
群
輔
錄
」
に
關
わ
る
次
の
よ
う
な
言
及
が
み
ら
れ
る（
５
）。

宋
王
應
麟
撰
。
分
門
隸
事
、
與
諸
類
書
略
同
。
而
每
門
之
中
、
以
數
爲
綱
、

以
所
統
之
目
繫
於
下
、
則
與
諸
類
書
迥
異
。
蓋
仿
世
傳
陶
潛
「
四
八
目
」
之

例
。
以
數
目
分
隸
故
實
、
遂
爲
類
事
者
、
別
剙
一
格
也
（
宋
の
王
應
麟
撰
。
門

を
分
け
て
事
を
隸し

た
がえ
る
は
、
諸

も
ろ
も
ろの
類
書
と
略ほ

ぼ

同
じ
き
な
り
。
而
し
て
每
門
の
中
、
數

を
以
て
綱
と
爲
し
、
統
ぶ
る
所
の
目
を
以
て
下
に
繫
く
る
は
、
則
ち
諸
の
類
書
と
迥は

る

か
に
異
な
れ
り
。
蓋
し
世
傳
の
陶
潛
の
「
四
八
目
」
の
例
に
仿
う
な
り
。
數
目
を
以

て
故
實
を
分
隸
し
、
遂
に
類
事
を
爲
す
は
、
別
に
一
格
を
剙は

じ

む
る
な
り
）。

　

王
應
麟
の
『
小
學
紺
珠
』
が
門
類
を
分
け
て
事
柄
を
竝
べ
て
い
る
の
は
、
一
般

的
な
類
書
と
槪
ね
同
じ
で
あ
る
が
、
各
門
類
に
「
數
」
の
綱
目
が
揭
げ
ら
れ
て
い

る
の
は
、
一
般
的
な
類
書
と
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
と
述
べ
、
そ
れ
は
、
お
そ
ら

く
淵
朙
の
「
四
八
目
」
の
體
例
に
倣
っ
た
も
の
だ
ろ
う
と
說
い
て
い
る
。「
群
輔

錄
」
の
こ
の
特
徵
的
な
ス
タ
イ
ル
を
示
す
べ
く
、
そ
の
冐
頭
の
例
を
擧
げ
よ
う
。

な
お
、
士
人
の
姓
名
か
ら
故
實
を
引
用
す
る
「
右
」
以
下
の
記
述
ま
で
を
一
條
と

看
做
し
て
、
全
六
十
九
條
每
に
通
し
で
番
號
を
振
っ
た
。

①
朙
由
曉
升
級
［
㊟
：
宋
均
曰
、
級
、
等
差
。
政
所
先
後
也
。］ 

必
育
受
稅
役

［
㊟
：
宋
均
曰
、
受
賦
稅
及
徭
役
、
所
宜
施
爲
也
］ 

成
博
受
古
諸
［
㊟
：
宋

均
曰
、
古
諸
侯
職
等
也
。］ 

隕
丘
［
㊟
：
一
作
立
］
受
延
嬉
［
㊟
：
宋
均
曰
、

延
、
長
。
嬉
、
興
也
。
主
受
此
錄
也
。］

　
　

右
燧
人
四
佐
。
燧
人
出
天
、
四
佐
出
洛
［
㊟
：
宋
均
曰
、
出
天
、
天
所
生
。



陶
淵
朙
の
讀
書
の
軌
跡

三
七

念
な
こ
と
だ
と
慨
歎
し
て
い
る（

（（
（

。
從
っ
て
、「
群
輔
錄
」
は
歷
史
上
に
お
い
て
數

で
呼
ば
れ
た
士
人
逹
を
蒐
集
し
、
彼
ら
の
姓
名
を
記
し
留
め
て
お
く
た
め
の
も
の

の
よ
う
で
あ
る
が
、
淵
朙
に
「
群
輔
錄
」
を
纏
め
さ
せ
た
根
本
的
な
動
機
は
、
よ

く
分
か
ら
な
い
。
そ
の
點
に
つ
い
て
淸
・
方
宗
誠
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る（

（（
（

。

予
謂
此
或
淵
朙
偶
以
書
籍
所
載
、
故
老
所
傳
、
集
錄
之
以
示
諸
子
、
識
故

實
、
廣
見
聞
、
非
著
述
也
（
予
謂お

も
え

ら
く
此
れ
或
い
は
淵
朙
偶
た
ま
書
籍
に
載
る
所
、

故
老
の
傳
う
る
所
を
以
て
、
之
を
集
錄
し
て
以
て
諸
子
に
示
し
、
故
實
を
識
り
、
見

聞
を
廣
げ
し
め
ん
と
す
る
も
の
に
し
て
、
著
述
に
非
ざ
る
な
り
）。

　

こ
の
よ
う
に
、「
群
輔
錄
」
は
子
供
逹
に
故
實
を
學
ば
せ
、
彼
ら
の
見
聞
を
廣

げ
る
の
を
目
的
と
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、「
著
述
」
で
は
な
い
と
述
べ
る
。
こ

の
方
宗
誠
の
見
解
は
、
大
い
に
首
肯
し
得
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
そ
の
點
は
後
述
す

る
こ
と
と
し
た
い
。
ま
た
既
に
①
②
③
の
例
に
も
み
た
よ
う
に
、「
群
輔
錄
」
は

お
よ
そ
引
用
文
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
意
味
に
お
い
て
も
方
宗
誠
が
述
べ
る

よ
う
に
、「
著
述
」
と
は
捉
え
難
い
の
で
あ
ろ
う
。

　

た
だ
、
跋
文
に
述
べ
ら
れ
て
い
た
よ
う
に
、
淵
朙
に
と
っ
て
の
「
群
輔
錄
」
を

纏
め
る
と
い
う
營
み
は
、
古
人
の
姓
名
が
朙
瞭
な
ら
ざ
る
こ
と
に
對
す
る
慨
歎
を

契
機
と
し
て
い
る
側
面
も
あ
る
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
た
だ
に
子
供
逹
の
た
め
だ
け

に
編
纂
さ
れ
た
も
の
と
斷
ず
る
こ
と
は
出
來
な
い
。
淵
朙
自
身
の
問
題
關
心
と
し

て
、
淵
朙
が
古
人
を
記
し
留
め
、
彼
ら
の
事
跡
を
傳
承
し
よ
う
と
し
た
必
然
的
意

味
を
捉
え
直
し
て
い
く
必
要
も
あ
る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
近
年
、
潘
重
規
氏
は
「
群

輔
錄
」
に
詳
細
な
㊟
釋
を
附
し
た
上
で
、「
讀
書
札
錄
之
一
斑
也
（
讀
書
札
錄
の
一

斑
な
り
（
（（
（

）」
と
述
べ
、「
群
輔
錄
」
を
淵
朙
の
讀
書
札
記
と
捉
え
て
い
る
。
確
か
に

「
群
輔
錄
」
を
通
じ
て
、
淵
朙
の
讀
書
の
跡
を
辿
る
こ
と
が
出
來
る
。
だ
が
、
潘

氏
は
淵
朙
詩
文
か
ら
窺
え
る
淵
朙
の
日
々
の
讀
書
態
度
に
つ
い
て
は
充
分
に
言
及

し
て
お
ら
ず
、
さ
ら
に
「
群
輔
錄
」
に
考
證
を
加
え
て
い
く
こ
と
で
、
よ
り
具
體

行
之
難
、
而
姓
名
翳
然
、
所
以
撫
卷
長
慨
、
不
能
已
已
者
也
（
凢
そ
書
籍
に

載
る
所
及
び
故
老
の
傳
う
る
所
、
善
惡
の
世
に
聞
こ
ゆ
る
者
は
、
蓋
し
此
に
盡
け
り
。

漢
に
「
田
叔
・
孟
舒
等
の
十
人
」
及
び
田
橫
の
「
兩
客
」、
魯
の
「
八
儒
」
を
稱
す
る

も
、
史
竝
び
に
其
の
名
を
失
す
。
夫
れ
操
行
の
難
あ
り
て
、
而
し
て
姓
名
翳
然
た
る

は
、
卷
を
撫
し
て
長
慨
し
、
已や已
む
能
わ
ざ
る
所
以
の
者
な
り
）。

　

書
籍
や
故
老
の
傳
承
す
る
「
善
惡
」
の
著
名
人
逹
は
、
こ
の
書
に
記
し
盡
く
し

た
で
あ
ろ
う
と
述
べ
る
。
ま
た
漢
代
に
稱
え
ら
れ
な
が
ら
も
、
史
書
に
名
の
傳
わ

ら
な
い
「
田
叔
・
孟
舒
等
十
人
」
は
、『
漢
書
』
高
帝
紀
に
次
の
よ
う
に
み
ら
れ

る
。

貫
高
等
謀
逆
發
覺
、
逮
捕
高
等
、
幷
捕
趙
王
敖
下
獄
。
詔
敢
㊒
隨
王
、
罪

三
族
。
郞
中
田
叔

0

0

・
孟
舒
等
十
人

0

0

0

0

0

自
髠
鉗
爲
王
家
奴
、
從
王
就
獄
（
貫
高
等

の
謀
逆
發
覺
し
て
、
高
等
を
逮
捕
し
、
幷
び
に
趙
王
敖
を
捕
え
て
獄
に
下
す
。
詔
し

て
敢
え
て
王
に
隨
う
も
の
㊒
ら
ば
、
三
族
を
罪
す
、
と
。
郞
中
の
田
叔
・
孟
舒
等
十

人
、
自
ら
髠
鉗
し
て
王
家
の
奴
と
爲
り
、
王
に
從
い
て
獄
に
就
く
）。

　

謀
反
の
疑
惑
に
よ
り
投
獄
さ
れ
た
趙
王
・
張
敖
を
救
う
た
め
、「
田
叔
・
孟
舒

等
十
人
」
は
張
敖
の
私
的
な
奴
僕
を
裝
っ
て
隨
行
し
た
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
田

叔
と
孟
舒
以
外
の
八
人
の
名
は
、
現
行
の
『
漢
書
』
や
『
史
記
』
の
諸
㊟
を
參
照

す
る
な
ど
し
て
も
不
朙
で
あ
る
。
同
樣
に
「
兩
客
」
に
つ
い
て
も
『
漢
書
』
田
儋

傳
に
、
田
橫
の
葬
儀
を
終
え
た
後
、
主
君
の
死
に
殉
じ
て
、「
既
葬
、
二
客

0

0

穿
其

冢
旁
、
皆
自
剄
從
之
（
既
に
葬
り
、
二
客 

其
の
冢
の
旁
を
穿
ち
て
、
皆
自
ら
剄
し
て
之

に
從
う
）」
と
み
ら
れ
る
が
、
そ
の
具
體
的
な
名
は
不
朙
で
あ
る
。
淵
朙
は
、
こ

の
ほ
か
儒
家
の
八
派
を
開
い
た
魯
の
「
八
儒
」
な
ど
の
名
が
史
書
で
失
わ
れ
て
し

ま
っ
た
こ
と
を
述
べ（
９
）、
彼
ら
の
「
操
行
之
難
」、
す
な
わ
ち
品
行
方
正
の
難
點
を

指
摘
し
て
い
る（

（（
（

。
こ
れ
は
、
お
そ
ら
く
彼
ら
の
熾
烈
過
ぎ
た
氣
性
な
ど
を
指
し
て

の
こ
と
で
あ
り
、
そ
う
し
た
彼
ら
の
姓
名
が
隱
れ
て
し
ま
っ
た
の
は
、
と
て
も
殘
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「
歸
去
來
兮
辭
（
歸
去
來
の
辭
）」（
卷
五
）
に
お
い
て
政
界
と
自
分
が
相
容
れ
ぬ
こ

と
の
自
覺
、
加
え
て
、
歸
鄕
後
の
生
活
を
次
の
よ
う
に
う
た
っ
て
い
る
。

歸
去
來
兮　
　
　
　

歸
り
な
ん
い
ざ

請
息
交
以
絕
游　
　

請
う 

交
わ
り
を
息
め
て
以
て
游
を
絕
た
ん

世
與
我
而
相
遺　
　

世
と
我
と
相
い
遺
つ

復
駕
言
兮
焉
求　
　

復
た
駕
し
て
言
に
焉
を
か
求
め
ん

悅
親
戚
之
情
話　
　

親
戚
の
情
話
を
悅
し
み

樂
琴
書
以
消
憂　
　

琴
書
を
樂
し
み
て
以
て
憂
い
を
消
す

農
人
吿
余
以
春
及　

農
人 

余
に
吿
ぐ
る
に
春
の
及
べ
る
を
以
て
す

將
㊒
事
於
西
疇　
　

將
に
西
疇
に
事
㊒
ら
ん
と
す

　

淵
朙
に
と
っ
て
、
政
界
で
受
け
た
憂
苦
を
解
消
し
て
い
る
の
が
「
親
戚
」
と
の

歡
談
、
そ
し
て
、「
琴
書
」
で
あ
っ
た
。「
琴
書
」
を
樂
し
む
こ
と
自
體
は
傳
統
的

な
士
人
像
に
收
ま
る
も
の
で
あ
る
が（

（（
（

、
淵
朙
は
「
勸
農
（
農
を
勸
む
）」（
卷
一
）
で

次
の
よ
う
に
も
う
た
っ
て
い
る
。

　
　

孔
耽
衟
德　

孔
は
衟
德
に
耽
り
て

　

42
樊
須
是
鄙　

樊
須 

是
れ
鄙
し
と
す

　
　

董
樂
琴
書　

董
は
琴
書
を
樂
し
み
て

　

44
田
園
弗
履　

田
園
を
履
ま
ず　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

（
全
四
十
八
句
）

　

淵
朙
は
、『
史
記
』
儒
林
列
傳
の
「
下
帷
講
誦
、
…
…
。
蓋
三
年
董
仲
舒
不
觀

於
舍
園
、
其
精
如
此
（
帷
を
下
し
て
講
誦
す
、
…
…
。
蓋
し
三
年 

董
仲
舒
は
舍
園
を
觀

ず
、
其
の
精
な
る
こ
と
此
く
の
如
し
）」
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
董
仲
舒
の
學
業
に
對
す

る
精
勵
振
り
を
賞
贊
す
る
『
史
記
』
と
は
相
違
し
て
、
彼
が
「
琴
書
」
ば
か
り
に

耽
っ
て
、
勞
働
を
輕
視
し
た
の
を
、
孔
子
と
倂
せ
て
非
難
し
て
い
る（

（（
（

。

　

淵
朙
は
「
琴
書
」
を
樂
し
む
ば
か
り
の
傳
統
的
な
士
人
を
必
ず
し
も
志
向
し
て

は
い
な
い
。「
讀
山
海
經
（
山
海
經
を
讀
む
）」
其
一
（
卷
四
）
で
は
次
の
よ
う
に
み

的
に
淵
朙
の
讀
書
の
軌
跡
と
そ
の
記
述
の
仕
方
の
㊒
り
樣
を
朙
ら
か
に
し
得
る
も

の
と
も
思
わ
れ
る
。

　

以
上
、「
群
輔
錄
」
に
關
わ
る
先
學
の
見
解
、
及
び
そ
れ
を
承
け
て
檢
討
す
べ

き
點
を
確
認
し
た
。
そ
れ
で
は
、
そ
も
そ
も
淵
朙
に
と
っ
て
の
讀
書
と
は
、
如
何

な
る
營
み
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
次
章
で
は
、
そ
の
點
に
つ
い
て
淵
朙
詩
文

に

し
て
整
理
し
て
お
く
こ
と
に
し
た
い
。

二

　

淵
朙
は
、
讀
書
に
對
し
て
如
何
な
る
思
い
を
抱
き
、
如
何
に
表
現
し
て
い
る
の

か
。
ま
ず
は
「
辛
丑
歲
七
⺼
赴
假
還
江
陵
夜
行
塗
口
（
辛
丑
の
歲
七
⺼ 

赴
假
し
て
江

陵
に
還
ら
ん
と
し
て
夜
に
塗
口
を
行
く
）」（『
陶
淵
朙
集
』
卷
三
）
を
擧
げ
よ
う
。

　
　

閑
居
三
十
載　

閑
居
す
る
こ
と
三
十
載

　

02
遂
與
塵
事
冥　

遂
に
塵
事
と
冥
し

　
　

詩
書
敦
宿
好　

詩
書 

宿
好
を
敦
く
し
て

　

04
林
園
無
俗
情　

林
園 

俗
情
無
し

　
　

如
何
捨
此
去　

如
何
な
れ
ば
此
れ
を
捨
て
て
去
り

　

06
遙
遙
至
南
荊　

遙
遙
と
し
て
南
荊
に
至
る

　
　

叩
枻
新
秋
⺼　

枻
を
新
秋
の
⺼
に
叩
し

　

08
臨
流
別
友
生　

流
れ
に
臨
ん
で
友
生
と
別
る　
　
　
　
　

�
（
全
二
十
句
）

　

三
十
年
に
わ
た
っ
て
わ
び
住
ま
い
を
營
み
、
世
俗
の
こ
と
か
ら
遙
か
に
遠
ざ
か

っ
て
い
た
。
そ
の
生
活
を
營
む
「
林
園
」
は
、
一
切
の
俗
調
が
排
さ
れ
て
お
り
、

そ
こ
で
は
「
詩
書
」、
す
な
わ
ち
『
詩
經
』
と
『
書
經
』、
廣
く
い
え
ば
儒
家
の
經

典
類
に
慣
れ
親
し
ん
で
い
た
と
う
た
っ
て
い
る
。
第
五
句
以
下
、
そ
う
し
た
生
活

を
捨
て
去
る
の
に
疑
問
を
感
じ
て
い
る
こ
と
が
表
朙
さ
れ
て
い
る
が
、
結
局
、
そ

の
疑
問
を
解
消
し
得
な
い
ま
ま
に
、
一
路
「
南
荊
」
を
目
指
す
。
ま
た
淵
朙
は
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さ
て
、
こ
の
よ
う
に
淵
朙
は
「
五
柳
先
生
傳
」
に
託
し
て
、「
讀
書
」
を
お
お

ら
か
に
樂
し
む
こ
と
を
述
べ
て
い
る
が
、
し
か
し
そ
の
一
方
で
、
仲
閒
と
文
章
の

疑
問
を
解
き
朙
か
す
、
い
わ
ゆ
る
讀
書
談
義
も
ま
た
好
ん
で
い
た
。「
移
居
（
居

を
移
す
）」
其
一
（
卷
二
）
を
擧
げ
よ
う
。

　
　

鄰
曲
時
時
來　

鄰
曲 

時
時
に
來
た
り

　

10
抗
言
談
在
昔　

抗
言 

在
昔
を
談
ず

　
　

奇
文
共
欣
賞　

奇
文 

共
に
欣
賞
し

　

12
疑
義
相
與
析　

疑
義 

相
い
與
に
析ひ
ら

く　
　
　
　
　
　
　
　

�

（
全
十
二
句
）

　

淵
朙
は
素
朴
な
人
逹
が
住
む
南
村
に
移
り
住
み
、
彼
ら
と
一
緖
に
奇
拔
で
見

事
な
文
章
を
歡
び
な
が
ら
鑑
賞
し
、「
疑
義
」
あ
る
箇
所
を
分
析
し
合
っ
て
い
る
。

「
詠
貧
士
（
貧
士
を
詠
ず
）」
其
二
（
卷
四
）
を
擧
げ
よ
う
。

　
　

傾
壺
絕
餘
瀝　

壺
を
傾
く
る
も
餘
瀝
絕
え

　

06
闚
竈
不
見
𤇆　

竈
を
闚う
か
がう
も
𤇆
を
見
ず

　
　

詩
書
塞
座
外　

詩
書 

座
外
を
塞
ぎ

　

08
日
昃
不
遑
硏　

日
昃か
た
むく
も
遑
あ
ら
ず
し
て
硏
す

　
　

閑
居
非
陳
厄　

閑
居 

陳
厄
に
非
ざ
る
も

　

10
竊
㊒
慍
見
言　

竊
か
に
慍い
か

り
の
言
に
見あ
ら
わる
る
㊒
り

　
　

何
以
慰
吾
懷　

何
を
以
て
吾
が
懷
い
を
慰
め
ん

　

12
賴
古
多
此
賢　

賴さ
い
わい
に
も
古
に
此
の
賢
多
し　
　
　
　
　

�

（
全
十
二
句
）

　

酒
は
お
ろ
か
⻝
料
す
ら
事
缺
く
貧
し
い
暮
ら
し
を
營
む
中
に
あ
っ
て
、「
詩

書
」
な
ど
の
書
物
が
身
邊
に
溢
れ
、
そ
の
硏
鑽
に
餘
念
が
無
い
。
ま
た
、「
癸
卯

歲
十
二
⺼
中
作
與
從
弟
敬
遠
（
癸
卯
の
歲 

十
二
⺼
中
の
作 

從
弟
敬
遠
に
與
う
）」（
卷

三
）
で
は
、
從
弟
の
敬
遠
と
と
も
に
俗
世
と
隔
た
っ
た
場
所
で
隱
棲
生
活
を
營
む

な
か
で
、
次
の
よ
う
に
う
た
っ
て
い
る
。

　
　

歷
覽
千
載
書　

歷
覽
す 

千
載
の
書

ら
れ
る
。

　
　

既
畊
亦
已
種　

既
に
畊
し
亦
た
已
に
種
え

　

06
時
還
讀
我
書　

時
に
還
た
我
が
書
を
讀
む

　
　

窮
巷
隔
深
轍　

窮
巷 

深
轍
を
隔
つ
る
も

　

08
頗
迴
故
人
車　

頗
る
故
人
の
車
を
迴
ら
さ
し
む　
　
　
　

�

（
全
十
六
句
）

　

畑
を
畊
し
種
を
植
え
、
時
に
讀
書
を
樂
し
む
こ
と
を
う
た
っ
て
い
る
通
り
、
勞

働
の
重
要
性
を
知
る
淵
朙
に
と
っ
て
、「
琴
書
」
ば
か
り
を
弄
ん
で
い
た
董
仲
舒

な
ど
は
、
と
も
す
れ
ば
批
判
の
對
象
に
も
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
「
五
柳

先
生
傳
」（
卷
六
）
を
擧
げ
よ
う
。

先
生
不
知
何
許
人
也
。
亦
不
詳
其
姓
字
。
…
…
。
閑
靖
少
言
、
不
慕
榮

利
。
好
讀
書
、
不
求
甚
解
。
每
㊒
會
意
、
便
欣
然
忘
⻝
（
先
生 

何
許
の
人
な

る
か
を
知
ら
ざ
る
な
り
。
亦
た
其
の
姓
字
を
詳
ら
か
に
せ
ず
。
…
…
。
閑
靖
に
し
て

言
少
な
く
、
榮
利
を
慕
わ
ず
。
書
を
讀
む
を
好
み
て
、
甚
だ
し
く
は
解
す
る
を
求
め

ず
。
每し

ば

し
ば
意
に
會
す
る
㊒
れ
ば
、
便
ち
欣
然
と
し
て
⻝
を
忘
る
）。

　
「
五
柳
先
生
」
の
好
む
「
讀
書
」
の
態
度
は
、
お
お
ら
か
な
理
解
を
求
め
る

「
不
求
甚
解
」
で
あ
り
、
こ
れ
は
淵
朙
の
生
き
た
當
時
の
些
末
な
訓
詁
の
風
潮
を

非
難
す
る
も
の
と
し
て
理
解
さ
れ（

（（
（

、
さ
ら
に
川
合
康
三
氏
は
次
の
よ
う
に
說
朙
し

て
い
る（

（（
（

。自
分
に
引
き
つ
け
て
本
を
讀
み
、
自
分
が
樂
し
け
れ
ば
そ
れ
で
い
い
と
い

う
讀
書
の
態
度
、
そ
れ
は
上
の
「
榮
利
を
慕
わ
ず
」
に
續
く
も
の
で
、
本
を

讀
む
こ
と
が
學
問
を
身
に
つ
け
、
世
閒
で
の
名
聲
、
利
益
を
得
よ
う
と
い
っ

た
、
讀
書
以
外
の
も
の
を
目
的
と
す
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
語
っ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
五
柳
先
生
の
「
讀
書
」
は
、
あ
る
い
は
淵
朙
自
身
が
政
界
で
は
生
き

得
ぬ
こ
と
を
自
覺
し
、
學
ぶ
こ
と
の
目
的
性
を
拒
絕
す
る
こ
と
で
獲
得
さ
れ
た
、

純
然
た
る
快
樂
と
捉
え
る
こ
と
が
出
來
る
。
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三

　

淵
朙
が
讀
み
、
學
ん
で
い
た
書
物
は
、「
群
輔
錄
」
に
お
い
て
「
見
『（
書

名
）』」
や
「『（
書
名
）』・（
人
名
）
曰
・
稱
」
な
ど
の
形
で
朙
示
さ
れ
て
お
り
、

示
さ
れ
る
書
物
・
人
物
を
便
宜
的
に
四
部
分
類
に

し
て
整
理
す
れ
ば
、
次
の
通

り
で
あ
る（

（（
（

。
な
お
、
㊟
釋
者
の
引
用
が
み
ら
れ
る
場
合
は
（　

）
內
に
示
し
、
選

者
や
書
名
で
確
證
を
得
な
い
場
合
は
｛　

｝
內
に
示
す
。

經
部
：『
毛
詩
』
㉓
、『
尙
書
』
⑤
（
孔
安
國
・
鄭
玄
）
⑩
⑭
、
鄭
玄
『
尙
書

大
傳
』
⑥
（
鄭
玄
）
⑯
⑰
、『
春
秋
左
氏
傳
』
④
⑨
㉒
㉓
㉔
㉕
㉖
、『
論

語
』
⑫
⑮
⑱
（
鄭
玄
・
賈
逵
）
⑳
㉕
㉗
（
包
咸
）
㉘
、『
論
語
摘
輔
象
』

①
（
宋
均
）
②
（
宋
均
）
③
（
宋
均
）、『
孔
叢
子
』
㉙

史
部
：
劉
向
『
戰
國
策
』
⑪
、
司
馬
遷
『
史
記
』
⑲
㉖
㉛
㉜
、
班
固
『
漢

書
』
㉖
㉝
㉞
㉟
㊲
㊳
㊴
、
趙
岐
『
三
輔
决
錄
』
㊹
�　
�
、｛
韋
彪
｝『
京

兆
舊
事
』
㊻
、『
三
君
八
俊
錄
』
�
、『
北
海
耆
舊
傳
』
�
、『
濟
北
英

賢
傳
』
�
、
嵇
康
『
高
士
傳
』
㊵
㊶
、
周
斐
『
汝
南
先
賢
傳
』
㊱
、
張

璠
『
漢
紀
』
㊺
�
、｛
謝
承
｝『
後
漢
書
』
⑭
㊵
㊷
㊸
㊹（

（（
（

�　
�　
�　
�
、
王
沈

『
魏
書
』
�
、
皇
甫
謐
『
高
士
傳
』
㉞
『
逸
士
傳
』
⑪
、
司
馬
彪
『
續
漢

書
』
㊼
㊽
㊾
�
、
張
勃
『
吳
錄
』
�
、｛
王
隱
・
虞
預
・
朱
鳳
｝『
晉
書
』

�
、｛
陸
機
・
干
寶
・
曹
嘉
之
・
鄧
粲
｝『
晉
紀
』
�
、
孔
衍
『
春
秋
後

語
』
㉛
、『
荀
氏
譜
』
�
、『
周
氏
譜
』
㊱
、『
崔
氏
譜
』
㉞
、
江
敞
『
陳

留
志
』
㉞
、
袁
宏
｛『
竹
林
名
士
傳
』｝
�
、
戴
逵
｛『
竹
林
七
賢
論
』『
竹

林
七
賢
傳
』｝
�
、
孫
統
「
讚
」
�

子
部
：『
尸
子
』
⑪
㉑
㉚

集
部
：『
楚
辭
』
⑬
、
張
衡
「
東
京
賦
」
㊷
、
邯
鄲
淳
「
紀
碑
」
�
、
孔
融

⑯
、
王
粲
「
於
童
賦
」
�
、
曹
丕
「
令
」
�
、
曹
叡
「
甄
表
狀
」
�　
�　
�
、

　

14
時
時
見
遺
烈　

時
時
に
遺
烈
を
見
る

　
　

高
操
非
所
攀　

高
操 

攀よ

ず
る
所
に
非
ざ
る
も

　

16
謬
得
固
窮
節　

謬
っ
て
固
窮
節
を
得
た
り

　
　

平
津
苟
不
由　

平
津 

苟
し
く
も
由
ら
ず

　

18
栖
遲
詎
爲
拙　

栖
遲 

詎な
ん

ぞ
拙
と
爲
さ
ん

　
　

寄
意
一
言
外　

意
を
寄
す 

一
言
の
外

　

20
茲
契
誰
能
別　

茲
の
契
り 

誰
か
能
く
別わ
か

た
ん     　
　

�

（
全
二
十
句
）

　
「
千
載
」
に
繼
承
さ
れ
た
書
物
を
次
か
ら
次
へ
と
眺
め
や
り
、
そ
の
は
し
ば
し

に
古
人
の
遺
業
を
み
て
い
く
。
そ
し
て
、
自
分
は
彼
ら
の
「
高
操
」
に
は
比
肩
し

得
な
い
も
の
の
、
は
ず
か
し
な
が
ら
彼
ら
を
通
じ
て
我
が
「
固
窮
節
」
を
體
得

し
た
と
う
た
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
「
感
士
不
遇
賦
（
士
の
不
遇
に
感
ず
る
賦
）」（
卷

五
）
を
擧
げ
よ
う
。

奉
上
天
之
成
命　

上
天
の
成
命
を
奉
じ

師
聖
人
之
遺
書　

聖
人
の
遺
書
を
師
と
す

發
忠
孝
於
君
親　

忠
孝
を
君
親
に
發
し

生
信
義
於
鄕
閭　

信
義
を
鄕
閭
に
生
ず　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

天
帝
の
定
め
た
運
命
に
從
い
、
聖
人
の
殘
し
た
書
物
を
「
師
」
と
し
て
仰
ぎ
、

君
親
に
「
忠
孝
」
を
盡
く
し
て
、
鄕
里
で
「
信
義
」
を
獲
得
す
る
こ
と
を
願
っ
て

い
る
。

　

以
上
を
要
す
る
に
、
淵
朙
に
と
っ
て
の
讀
書
は
、
彼
の
生
そ
れ
自
體
の
支
え
と

し
て
、
ま
た
隱
棲
者
と
し
て
生
き
る
上
で
の
指
標
を
追
求
し
て
い
く
も
の
で
あ
っ

た
。
こ
こ
に
、
淵
朙
の
飽
く
な
き
學
問
へ
の
欲
求
が
窺
え
る
と
同
時
に
、
彼
が
古

人
に
對
し
て
限
り
な
い
尊
崇
の
念
を
抱
い
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
そ
れ
で
は
次

章
に
お
い
て
、「
群
輔
錄
」
を
通
じ
て
淵
朙
の
讀
書
の
對
象
と
な
る
書
物
、
及
び

彼
の
讀
書
と
記
述
の
具
體
的
㊒
り
樣
を
辿
っ
て
い
く
こ
と
と
し
よ
う
。



陶
淵
朙
の
讀
書
の
軌
跡

四
一

忠
肅
共
懿
、
宣
慈
惠
和
。
天
下
之
民
、
謂
之
八
元
。
…
…
。
舜
臣
堯
、
賓
于

四
門
、
流
四
凶
族
、
渾
敦

0

0

・
窮
奇

0

0

・
檮
杌

0

0

・
饕
餮

0

0

、
投
諸
四
裔
、
以
禦
螭
魅
。

是
以
堯
崩
而
天
下
如
一
、
…
…
、
去
四
凶
也
。
故
『
虞
書
』
數
舜
之
功
曰
、

愼
徽
五
典
、
五
典
克
從
、
無
違
敎
也
。

　

先
に
⑧
を
確
認
し
て
お
け
ば
、『
左
傳
』
の
「
蒼
舒
」「
隤
敳
」
ら
の
人
名
を
拔

き
出
し
、「
右
」
以
下
に
お
い
て
「
高
陽
氏
㊒
才
子
八
人
」
の
「
㊒
」
字
を
省
略

し
な
が
ら
、「
齊
聖
廣
淵
…
…
」
を
含
め
て
四
つ
の
語
句
を
引
い
て
お
り
、
⑨
も

ま
た
同
樣
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
、
淵
朙
の
丁
寧
な
記
述
姿
勢
が
み
て
取
れ
る
。
た

だ
し
、
⑦
の
「
四
凶
」
の
「
讙
兠
」「
共
工
」「
鮌
」「
三
苗
」
に
つ
い
て
は
、『
左

傳
』
に
お
い
て
「
渾
敦
」「
窮
奇
」「
檮
杌
」「
饕
餮
」
と
あ
る
點
で
大
き
く
異
な

っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
お
そ
ら
く
は
『
書
經
』
の
記
述
に
從
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

『
左
傳
』
に
「
虞
書
」
と
あ
る
の
は
『
書
經
』
舜
典
を
指
し
、
そ
こ
に
「
流
共
工

0

0

于
幽
洲
、
放
驩
兜

0

0

于
崇
山
、
竄
三
苗

0

0

于
三
危
、
殛
鯀0

于
羽
山
。
四
罪0

而
天
下
咸

服
」
と
あ
る
よ
う
に
、
⑦
と
同
樣
に
「
共
工
」「
驩
兜
」「
三
苗
」「
鯀0

」
が
擧
が

っ
て
い
る
こ
と
が
そ
れ
を
示
す（

（（
（

。

　

淵
朙
は
⑦
の
記
述
の
底
本
と
し
て
『
左
傳
』
を
朙
示
し
つ
つ
も
、
そ
の
姓
名
に

つ
い
て
は
、
必
ず
し
も
一
書
の
み
を
用
い
て
記
し
て
は
い
な
い
。
こ
れ
は
次
の
例

に
お
い
て
も
顯
著
に
窺
え
る
。

⑪
雄
陶 

方
回 

續
牙 

伯
陽 

東
不
訾
［
㊟
：
或
云
不
識

0

0

］ 

秦
不
虛0

［
㊟
：
或
云

不0

空0

］ 

靈
甫

　
　

右
舜
七
友
。
竝
爲
歷
山
雷
澤
之
游
。『
戰
國
策
』
顏
斶
云
、「
堯
㊒
九
佐
、

舜
㊒
七
友
。」
而
『
尸
子
』
只
載
雄
陶
等
六
人
不
載
靈
甫
。
皇
甫
士
安
作

『
逸
士
傳
』
云
、「
視
其
友
、
則
雄
陶
・
方
回
・
續
牙
・
伯
陽
・
東
不
訾
・
秦

不0

空0

・
靈
甫
之
徒
、
是
爲
七
子
。」
與
『
戰
國
策
』
相
應
（
右
舜
の
七
友
。
竝

び
に
歷
山
雷
澤
の
游
を
爲
す
。『
戰
國
策
』
顏
斶
に
云
う
、「
堯
に
九
佐
㊒
り
、
舜
に

　

吳
質
「
答
東
阿
王
書
」
㉔
、
杜
預
『
女
戒
』
㊿
『
善
文
』
㊸
㊾
、
張
載

「
登
成
都
白
菟
樓
詩
」
㊴
、
左
思
㊳
、
王
敦
�
、
董
京
「
董
威
贊
詩
」
㉗
、

劉
琨
「
重
贈
盧
諶
詩
」
㉒

　

さ
て
、
一
見
し
て
朙
ら
か
な
よ
う
に
、
史
部
に
屬
す
る
書
物
が
壓
倒
的
に
多
い
。

も
と
よ
り
「
群
輔
錄
」
は
、
數
で
纏
め
ら
れ
た
士
人
逹
を
蒐
集
し
て
い
く
も
の
で

あ
る
か
ら
當
然
と
い
え
ば
當
然
で
あ
る
が
、
改
め
て
實
感
さ
れ
る
の
は
淵
朙
の
史

書
へ
の
關
心
の
高
さ
だ
ろ
う
。
ま
た
「
群
輔
錄
」
に
は
佚
書
も
多
く
み
る
こ
と
が

出
來
、
た
と
え
ば
、
經
部
の
『
論
語
摘
輔
象
』
は
、
宋
・
王
應
麟
が
『
玉
海
』
の

執
筆
材
料
に
用
い
て
お
り
、
朙
・
孫
瑴
『
古
微
書
』、
淸
・
趙
在
翰
『
七
緯
』
な

ど
が
佚
書
復
元
の
材
料
と
し
て
利
用
し
て
き
た
。
だ
が
、
近
年
で
は
僞
作
の
誹
り

を
受
け
た
こ
と
も
あ
っ
て
か
、
充
分
に
利
用
さ
れ
て
い
る
と
は
い
い
難
い
。
こ

こ
で
は
、「
群
輔
錄
」
を
通
じ
て
淵
朙
の
讀
書
態
度
と
記
述
姿
勢
に
檢
討
を
加
え
、

倂
せ
て
「
群
輔
錄
」
の
㊮
料
的
價
値
の
一
端
に
つ
い
て
も
見
直
し
て
い
く
。
ま
ず

は
『
春
秋
左
氏
傳
』
に
依
據
す
る
例
を
擧
げ
よ
う
。

⑦
讙
兠 

共
工 

鮌 

三
苗

　
　

右
四
凶
。

⑧
蒼
舒 

隤
敳 

檮
戭 

大
臨 

尨
降 

庭
堅 

仲
容 

叔
逹

　
　

右
高
陽
氏
才
子
八
人
。
齊
聖
廣
淵
、
朙
允
篤
誠
。
天
下
之
民
、
謂
之
八
凱
。

⑨
伯
奮 

仲
堪 

叔
獻 

季
仲 

伯
虎 

仲
熊 

叔
豹 

季
貍

　
　

右
高
辛
氏
才
子
八
人
。
忠
肅
恭
懿
、
宣
慈
惠
和
、
天
下
之
民
、
謂
之
八
元
。

從
四
凶
至
此
、
悉
見
『
左
傳
』
季
文
子
辭
。

續
け
て
、『
左
傳
』
文
公
十
八
年
の
記
述
を
擧
げ
る
。

　
　

昔0

高
陽
氏
㊒0

才
子
八
人
。
蒼
舒
・
隤
敳
・
檮
戭
・
大
臨
・
尨
降
・
庭
堅
・

仲
容
・
叔
逹
、
齊
聖
廣
淵
、
朙
允
篤
誠
。
天
下
之
民
、
謂
之
八
愷0

。
高
辛
氏

㊒0

才
子
八
人
。
伯
奮
・
仲
堪
・
叔
獻
・
季
仲
・
伯
虎
・
仲
熊
・
叔
豹
・
季
貍
、

⑧

⑨

⑦



日
本
中
國
學
會
報　

第
六
十
九
集

四
二

漢
高
祖
曰
、「
此
三
人
、
人
之
傑
也
。」
見
『
漢
書
』」
と
劉
邦
の
發
言
を
引
用
す

る
の
は
、
既
に
潘
重
規
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
現
行
『
漢
書
』
高
帝
紀
の
「
三

者
皆
人
傑
」
に
當
た
る
の
で
あ
ろ
う
。
だ
が
、
主
旨
は
同
じ
と
は
い
え
、
字
句
は

殆
ど
一
致
し
な
い
。
ま
た
次
の
よ
う
な
例
も
み
ら
れ
る
。

㊴
平
阿
侯
王
譚 

成
都
侯
王
商 

紅
陽
侯
王
章 

曲
陽
侯
王
根 

高
平
侯
王
逢
時

　
　

右
竝
以
元
后
弟
同
日
受
封
、
京
師
號
曰
五
侯
。
竝
奢
豪
富
侈
、
招
賢
下
士
。

谷
永
・
樓
護
皆
爲
賔
客
。
時
人
爲
之
語

0

0

0

0

0

曰
、「
谷
子
雲
之0

筆
札
、
樓
君
卿
之0

脣
舌
。」
言
出
其
門
也
。
見
『
漢
書
』。
張
載
詩
曰
、「
富
侈
擬
五
侯
」。

　

㊴
は
現
行
『
漢
書
』
游
俠
傳
に
お
い
て
、「
與0

谷
永
俱0

爲
五
侯
上

0

0

0

客
、
長
安
號

0

0

0

曰
、「
谷
子
雲
筆
札
、
樓
君
卿
脣
舌
。」
言
其
見
信
用

0

0

0

也
」
と
類
似
し
た
一
文
を
み

る
こ
と
が
出
來
る
が
、
か
な
り
文
字
の
異
同
が
あ
る
。
こ
う
し
た
「
群
輔
錄
」
に

お
け
る
『
漢
書
』
と
現
行
本
の
異
同
は
、
少
な
く
と
も
淵
朙
の
記
述
姿
勢
の
杜
撰

を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
と
考
え
る
。
そ
れ
は
以
下
の
よ
う
な
理
由
に
據
る
。

　

王
念
孫
は
『
讀
書
雜
志
』
志
四
、「
漢
書
雜
志
」
卷
十
四
の
「
谷
子
雲
筆
札
、

樓
君
卿
脣
舌
」
の
條
で
、「
案
此
本
作
「
谷
子
雲
之
筆
札
、
樓
君
卿
之
唇
舌
。」

後
人
刪
去
兩
「
之
」
字
、
則
句
法
局
促
不
伸
（
案
ず
る
に
此
れ
本
「
谷
子
雲
之
筆
札
、

樓
君
卿
之
唇
舌
」
に
作
る
。
後
人 

兩
「
之
」
字
を
刪
去
す
れ
ば
、
則
ち
句
法
局
促
に
し
て

伸
び
ず
）」
と
推
定
し
、
そ
の
根
據
と
し
て
樣
々
な
文
獻
を
擧
げ
て
い
る
。
そ
の

う
ち
の
『
藝
文
類
聚
』
卷
三
十
三
に
引
か
れ
る
『
漢
書
』
游
俠
傳
の
例
を
み
て
み

よ
う
。

婁0

護
、
字
君
卿
…
…
。
與
谷
永
俱
爲
五
侯
上
客
、
長
安
號

0

0

0

曰
、「
谷
子
雲

之0

筆
札
、
婁0

君
卿
之0

脣
舌
。」

　

武
德
七
年
（
六
二
四
）
に
上
表
さ
れ
た
『
藝
文
類
聚
』
で
は
、「
之
」
字
の
㊒
無

に
つ
い
て
は
「
群
輔
錄
」
の
㊴
と
一
致
す
る
も
の
の
、
そ
の
ほ
か
は
現
行
の
『
漢

書
』
と
殆
ど
同
樣
で
あ
る
。
だ
が
、
建
安
五
年
（
二
〇
〇
）
に
上
表
さ
れ
た
荀
悅

七
友
㊒
り
」
と
。
而
る
に
『
尸
子
』
は
只
だ
雄
陶
等
六
人
を
載
せ
て
靈
甫
を
載
せ
ず
。

皇
甫
士
安
『
逸
士
傳
』
を
作
り
て
云
う
、「
其
の
友
を
視
れ
ば
、
則
ち
雄
陶
・
方
回
・

續
牙
・
伯
陽
・
東
不
訾
・
秦
不
空
・
靈
甫
の
徒
、
是
れ
七
子
と
爲
す
」
と
。『
戰
國

策
』
と
相
い
應
ず
）。

　
『
戰
國
策
』
の
顏
斶
の
發
言
は
、
齊
策
四
に
そ
の
ま
ま
み
ら
れ
る
が
、
こ
こ
に

舜
の
「
七
友
」
の
姓
名
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
皇
甫
謐
『
逸
士
傳
』
か
ら

「
七
友
」
の
姓
名
を
引
用
す
る
が
、「
秦
不0

空0

」
は
本
文
の
「
秦
不
虛0

」
と
相
違

し
て
、
㊟
の
「
或
云
不0

空0

」
と
一
致
し
て
い
る
。
さ
ら
に
ま
た
「『
尸
子
』
只
載

雄
陶
等
六
人
不
載
靈
甫
」
に
つ
い
て
は
、『
太
平
御
覽
』
卷
八
一
・
皇
王
部
六
の

「
帝
舜
㊒
虞
氏
」
に
次
の
よ
う
に
み
ら
れ
る
。

 　
『
尸
子
』
曰
、
…
…
、
舜
事
親
養
兄
爲
天
下
法
、
其
游
也
得
六
人

0

0

、
曰
雒0

陶
・
方
回
・
續
牙
・
伯
陽
・
東
不
識

0

0

・
秦
不0

空0

、
皆
一
國
之
賢
者
也
。

　

こ
こ
で
は
、
淵
朙
が
述
べ
る
よ
う
に
「
六
人
」
と
あ
り
、「
靈
甫
」
は
載
ら
な

い
。
ま
た
⑪
の
㊟
の
「
或
云
不
識

0

0

」「
或
云
不0

空0

」
と
同
樣
に
作
っ
て
い
る
。
一

方
で
『
漢
書
』
古
今
人
表
の
「
上
下
智
人
」
に
は
、「
雒0

陶
」「
續
身
」「
柏
陽
」

「
東
不
訾
」「
秦
不
虛
」
の
名
が
纏
ま
っ
て
み
ら
れ（

（（
（

、
こ
こ
で
は
⑪
の
本
文
と
同
樣

に
「
秦
不
虛
」
に
作
っ
て
い
る
。
從
っ
て
、
淵
朙
は
⑪
を
記
述
す
る
に
當
た
っ
て
、

『
戰
國
策
』
や
『
尸
子
』、『
逸
士
傳
』
の
三
書
を
用
い
て
お
り
、
そ
れ
の
み
な
ら

ず
『
漢
書
』
も
參
照
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
に
、
淵
朙
の
樣
々
な
書
物
を

入
念
に
讀
み
込
む
態
度
、
加
え
て
、
異
說
も
漏
ら
さ
ず
に
殘
し
て
お
こ
う
と
す
る

周
到
な
記
述
姿
勢
を
窺
う
こ
と
が
出
來
る
の
で
あ
る
。

　

さ
て
、
淵
朙
は
引
用
例
の
多
さ
か
ら
も
、
と
く
に
班
固
の
『
漢
書
』
を
熟
讀

し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
た
だ
留
意
し
た
い
の
は
、
淵
朙
が
讀
み
、
學
ん
で
い

た
『
漢
書
』
は
、
現
行
本
の
『
漢
書
』
と
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
點
で
あ
る
。
た

と
え
ば
、「
群
輔
錄
」
の
㉝
に
お
い
て
張
良
・
蕭
何
・
韓
信
を
擧
げ
て
、「
右
三
傑
。



陶
淵
朙
の
讀
書
の
軌
跡

四
三

的
と
す
る
と
說
朙
し
て
い
た
。
方
宗
誠
の
見
解
は
、
淵
朙
自
ら
も
內
省
し
つ
つ
、

子
の
儼
ら
に
向
け
て
訓
戒
を
述
べ
た
「
與
子
儼
等
疏
（
子
の
儼
等
に
與
う
る
疏
）」

（
卷
八
）
を
踏
ま
え
る
こ
と
で
、
よ
り
朙
確
化
す
る
こ
と
が
出
來
る
。
そ
の
冐
頭

で
は
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

吿
儼
・
俟
・
份
・
佚
・
佟
。
天
地
賦
命
、
生
必
㊒
死
。
自
古
賢
聖
、
誰
能

獨
免
。
子
夏

0

0

㊒
言
曰
、「
死
生
㊒
命
、
富
貴
在
天
。」
四
友

0

0

之
人
、
親
受
音
旨
。

發
斯
談
者
、
將
非
窮
逹
不
可
妄
求
、
壽
夭
永
無
外
請
故
耶
（
儼
・
俟
・
份
・

佚
・
佟
に
吿
ぐ
。
天
地 

命
を
賦
し
、
生
に
必
ず
死
㊒
り
。
古
よ
り
賢
聖
、
誰
か
能
く

獨
り
免
れ
ん
。
子
夏
に
言
㊒
り
て
曰
く
、「
死
生
に
命
㊒
り
、
富
貴
は
天
に
在
り
」
と
。

四
友
の
人
、
親
し
く
音
旨
を
受
く
。
斯
の
談
を
發
す
る
者
、
將
た
窮
逹
は
妄
り
に
求

む
べ
か
ら
ず
、
壽
夭
は
永
く
外
に
請
う
こ
と
無
き
故
に
非
ず
や
）。

　

こ
こ
に
お
い
て
、
淵
朙
が
敬
慕
し
な
が
ら
取
り
上
げ
る
子
夏
、
あ
る
い
は
孔
子

の
「
四
友
」
は
、「
群
輔
錄
」
に
も
次
の
よ
う
に
擧
げ
ら
れ
て
い
る
。

㉘
德
行
：
顏
淵 

閔
子
騫 

冉
伯
牛 

仲
弓　

言
語
：
宰
我 

子
貢　

政
事
：
冉
㊒ 

季
路　

文
學
：
子
游 

子
夏

0

0 

　
　

右
四
科
。
見
『
論
語
』（
右
四
科
。『
論
語
』
に
見
ゆ
）。

㉙
顏
回

0

0 

子
貢

0

0 

子
路

0

0 

子
張

0

0

　
　

右
孔
子
四
友

0

0

。
…
…
。
子
曰
、「
吾
㊒
四
友
焉
。
自
吾
得
回
、
門
人
益

親
、
是
非
胥
附
乎
。
…
…
。」
見
『
孔
叢
子
』（
右
孔
子
の
四
友
。
…
…
。
子
曰

く
、「
吾
に
四
友
㊒
り
。
吾
の
回
を
得
て
よ
り
、
門
人
益
ま
す
親
な
り
、
是
れ
胥
附
に

非
ず
や
。
…
…
」
と
。『
孔
叢
子
』
に
見
ゆ
）。

　

ま
た
同
疏
に
は
「
但
恨
隣
靡
二
仲

0

0

、
室
無
萊
婦
。
抱
茲
苦
心
、
良
獨
內
愧
（
但

だ
恨
む
ら
く
は
隣
に
二
仲
靡
し
、
室
に
萊
婦
無
き
を
。
茲
の
苦
心
を
抱
き
、
良
に
獨
り
內

に
愧
ず
る
の
み
）」
と
も
あ
り
、
淵
朙
は
後
漢
の
蔣
詡
、
字
は
元
卿
に
自
己
を
比
擬

し
つ
つ
、
彼
の
ご
と
く
に
求
仲
と
羊
仲
の
よ
う
な
友
人
を
得
ら
れ
な
か
っ
た
寂
し

『
歬
漢
紀
』
卷
二
十
四
の
孝
成
帝
皇
帝
紀
で
は
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

時
谷
永
與
齊
人
樓
護
俱
爲
五
侯
上
客
。
…
…
。
時
人
爲
之
語

0

0

0

0

0

曰
、「
谷
子

雲
之0

筆
札
、
樓
君
卿
之0

脣
舌
。」
言
其
甚
見
信
用
也
。

　

こ
こ
で
は
、
王
念
孫
の
指
摘
し
て
い
る
「
之
」
字
の
㊒
無
の
ほ
か
、「
時
人
爲

之
語
」
に
つ
い
て
も
「
群
輔
錄
」
と
一
致
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
す
れ
ば

「
群
輔
錄
」
に
は
、『
漢
書
』
の
古
い
姿
、
あ
る
い
は
散
逸
し
た
漢
代
の
歷
史
的
記

錄
が
殘
さ
れ
て
い
る
蓋
然
性
が
高
い
も
の
と
い
え
る
。

　

以
上
、
一
部
の
例
を
通
じ
て
で
は
あ
る
が
、「
群
輔
錄
」
に
は
淵
朙
が
樣
々
な

書
物
を
涉
獵
し
、
古
人
の
姓
名
や
故
實
を
丁
寧
に
引
用
し
て
い
く
記
述
姿
勢
が

窺
わ
れ
た
。
と
り
わ
け
⑪
に
お
け
る
雄
陶
ら
「
舜
七
友
」
に
つ
い
て
は
、『
戰
國

策
』、『
尸
子
』、『
逸
士
傳
』、『
漢
書
』
の
四
書
を
讀
み
比
べ
た
上
で
、
そ
の
人
數

を
定
め
、
姓
名
を
判
斷
し
て
い
く
周
到
振
り
で
あ
る
。
こ
こ
に
、
從
來
、
主
と
し

て
「
五
柳
先
生
傳
」
な
ど
で
結
ば
れ
て
き
た
淵
朙
の
讀
書
の
イ
メ
ー
ジ
と
も
異
な

る
態
度
が
み
て
取
れ
る
。
ま
た
淵
朙
が
古
人
に
對
し
て
尊
崇
の
念
を
抱
い
て
い
た

こ
と
は
既
に
第
二
章
に
み
た
通
り
で
あ
る
が
、
こ
の
「
群
輔
錄
」
か
ら
窺
え
る
古

人
の
姓
名
を
正
し
く
、
餘
す
こ
と
な
く
傳
承
し
よ
う
と
す
る
淵
朙
の
記
述
姿
勢
は
、

彼
の
古
人
に
抱
く
尊
崇
の
念
が
表
現
的
營
み
と
し
て
顯
れ
た
も
の
と
理
解
出
來
る

の
で
あ
る
。四

　

以
上
の
よ
う
に
「
群
輔
錄
」
は
引
用
文
ば
か
り
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
㊮

料
的
價
値
に
つ
い
て
は
充
分
に
認
め
ら
れ
よ
う
が
、
文
學
的
興
趣
は
希
薄
と
い
わ

ざ
る
を
得
な
い
。
そ
れ
で
は
何
故
に
淵
朙
は
こ
の
よ
う
な
も
の
を
纏
め
た
の
で
あ

ろ
う
か
。
第
一
章
で
も
示
し
た
通
り
、
方
宗
誠
は
「
集
錄
之
以
示
諸
子
、
識
故
實
、

廣
見
聞
」
と
述
べ
て
、「
群
輔
錄
」
は
子
供
逹
の
知
識
・
見
聞
を
廣
げ
る
の
を
目
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「
群
輔
錄
」
を
編
纂
し
た
可
能
性
は
充
分
に
あ
る
も
の
と
い
え
る
。
だ
が
、
淵
朙

に
「
群
輔
錄
」
を
纏
め
さ
せ
た
の
は
、
そ
れ
の
み
で
あ
ろ
う
か
。
淵
朙
は
「
贈
羊

長
史
（
羊
長
史
に
贈
る
）」（
卷
二
）
に
お
い
て
次
の
よ
う
に
う
た
っ
て
い
る
。

　
　

愚
生
三
季
後　

愚 

三
季
の
後
に
生
ま
れ

　

02
慨
然
念
黃
虞　

慨
然
と
し
て
黃
虞
を
念
う

　
　

得
知
千
載
外　

千
載
の
外
を
知
る
を
得
る
は

　

04
正
賴
古
人
書　

正
に
古
人
の
書
に
賴
る
の
み

　
　

賢
聖
留
餘
跡　

賢
聖 

餘
跡
を
留
め

　

06
事
事
在
中
都　

事
事 

中
都
に
在
り

　
　

豈
忘
游
心
目　

豈
に
心
目
を
游
ば
す
を
忘
れ
ん
や

　

08
關
河
不
可
踰　

關
河 

踰
ゆ
べ
か
ら
ず

　
　

九
域
甫
已
一　

九
域 

甫は
じ

め
て
已
に
一
と
な
り

　

10
逝
將
理
舟
輿　

逝
く
ゆ
く
將
に
舟
輿
に
理お
さ

め
ん
と
す

　
　

聞
君
當
先
邁　

君 

當
に
先
に
邁ゆ

く
べ
し
と
聞
く
も

　

12
負
痾
不
獲
俱　

痾
を
負
い
て
俱
に
す
る
を
獲
ず

　

夏
・
殷
・
周
の
後
に
生
ま
れ
落
ち
、
慨
然
と
し
て
黃
帝
や
虞
舜
の
時
代
に
思
い

を
馳
せ
る
。
謙
讓
の
一
人
稱
で
あ
る
「
愚
」
を
用
い
て
い
る
の
は
、
そ
う
し
た
古

の
時
代
に
多
大
な
敬
意
を
拂
っ
て
の
こ
と
で
あ
る
だ
ろ
う
。
第
三
句
以
下
で
は
、

千
載
に
隔
た
る
時
代
の
背
景
を
知
る
に
は
古
人
の
書
物
に
賴
る
ほ
か
な
い
。「
賢

聖
」
の
名
殘
を
留
め
る
長
安
へ
向
け
て
「
心
目
」
を
遊
ば
せ
て
い
る
が
、
實
際
に

は
關
所
や
河
を
越
え
得
な
い
と
う
た
っ
て
い
る
。
淵
朙
は
さ
ら
に
續
け
る
。

　
　

路
若
經
商
山　

路 

若
し
商
山
を
經
な
ば

　

14
爲
我
少
躊
躇　

我
が
爲
に
少
し
く
躊
躇
せ
よ

　
　

多
謝
綺
與
角　

多
謝
す 

綺
と
角
と

　

16
精
爽
今
何
如　

精
爽 

今
何
如

さ
を
述
べ
て
い
る
が
、「
二
仲
」
に
つ
い
て
も
「
群
輔
錄
」
に
次
の
よ
う
に
み
ら

れ
る
。

㊶
求
仲 

羊
仲

　
　

右
二
人
不
知
何
許
人
、
…
…
、
蔣
元
卿
之
去
兖
州
、
還
杜
陵
、
荊
棘
塞
門
。

舍
中
㊒
三
逕
、
不
出
、
唯
二
人
從
之
游
。
時
人
謂
之
二
仲

0

0

。
見
嵇
康
『
高
士

傳
』（
右
の
二
人 

何
許
の
人
な
る
か
を
知
ら
ず
、
…
…
、
蔣
元
卿
の
兖
州
を
去
り
て
、

杜
陵
に
還
り
、
荊
棘
も
て
門
を
塞
づ
。
舍
中
に
三
逕
㊒
り
て
、
出
で
ず
し
て
、
唯
だ

二
人
の
み
之
に
從
い
て
游
ぶ
。
時
人 

之
を
二
仲
と
謂
う
。
嵇
康
『
高
士
傳
』
に
見
ゆ
）。

　

加
え
て
い
え
ば
、
淵
朙
が
子
供
逹
に
向
け
て
訓
戒
を
述
べ
る
の
は
、「
群
輔

錄
」
の
編
纂
に
直
接
繫
が
っ
て
い
く
よ
う
な
價
値
觀
に
由
來
し
て
い
る
と
考
え
ら

れ
る
。
改
め
て
、
第
一
章
に
擧
げ
た
「
群
輔
錄
」
の
跋
文
を
想
起
さ
れ
た
い
。
淵

朙
は
漢
代
に
稱
贊
さ
れ
た
「
田
叔
・
孟
舒
等
十
人
」
や
「
兩
客
」
ら
の
名
が
史
書

で
失
わ
れ
、
姓
名
が
隱
れ
て
し
ま
っ
た
理
由
を
、
彼
ら
の
「
操
行
之
難
」
に
あ
る

も
の
と
捉
え
て
い
た
。
そ
れ
は
、
淵
朙
の
品
行
方
正
の
重
視
が
窺
わ
れ
る
も
の
と

理
解
さ
れ
、「
操
行
」
の
二
字
も
ま
た
同
疏
に
お
い
て
次
の
よ
う
に
み
え
る
。

濟
北
泛
稚
春
、
晉
時
操
行

0

0

人
也
。
七
世
同
財
、
家
人
無
怨
色
。『
詩
』
曰
、

「
高
山
仰
止
、
景
行
行
止
。」
雖
不
能
爾
、
至
心
尙
之
。
汝
其
愼
哉
。
吾
復
何

言
（
濟
北
の
泛
稚
春
、
晉
時
の
操
行
の
人
な
り
。
七
世
財
を
同
じ
く
す
る
も
、
家
人

に
怨
色
無
し
。『
詩
』
に
曰
く
、「
高
山
は
仰
が
れ
、
景
行
は
行
わ
る
」
と
。
爾
る
能

わ
ず
と
雖
も
、
至
心 

之
を
尙
べ
。
汝 

其
れ
愼
め
よ
。
吾 

復
た
何
を
か
言
わ
ん
）。

　

泛
稚
春
を
「
操
行
」
正
し
き
人
物
と
し
て
稱
え
て
お
り
、
七
代
に
わ
た
っ
て
財

產
を
共
㊒
し
て
、
家
族
は
「
怨
色
」
な
く
暮
ら
し
た
と
い
う
。

　

こ
の
よ
う
に
み
て
い
く
と
方
宗
誠
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
淵
朙
は
子
供
逹
の
知

識
・
見
聞
を
廣
げ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
さ
ら
に
い
え
ば
、
子
供
逹
に
向
け
て

古
人
に
學
ん
で
、
必
ず
や
「
操
行
」
を
保
ち
續
け
て
生
き
よ
、
と
願
い
を
込
め
て
、



陶
淵
朙
の
讀
書
の
軌
跡

四
五

に
つ
い
て
は
「
群
輔
錄
」
に
お
い
て
も
次
の
よ
う
に
み
え
る
。

㉞
園
公
［
㊟
：
姓
園
名
秉
…
…
。
見
『
陳
留
志
』］ 

綺
里
季 

夏
黃
公
［
㊟
：
姓

崔
名
廓
…
…
。
見
『
崔
氏
譜
』］ 

角
里
先
生

　
　

右
商
山
四
皓
。
當
秦
之
末
、
俱
隱
上
洛
商
山
。
皇
甫
士
安
云
、「
竝0

河
內

軹
人
。」
見
『
漢
書
』
及
皇
甫
謐
『
高
士
傳
』（
右
商
山
の
四
皓
。
秦
の
末
に
當

た
り
、
俱
に
上
洛
の
商
山
に
隱
る
。
皇
甫
士
安
云
う
、「
竝
び
に
河
內
軹
の
人
な
り
」

と
。『
漢
書
』
及
び
皇
甫
謐
『
高
士
傳
』
に
見
ゆ
）。

　

淵
朙
は
『
漢
書
』
や
『
高
士
傳
』、
さ
ら
に
は
『
陳
留
志
』
や
『
崔
氏
譜
』
と

い
っ
た
樣
々
な
書
物
に
四
皓
の
姿
を
追
い
求
め
、
そ
れ
を
記
し
留
め
よ
う
と
し
て

い
る
。

　

改
め
て
い
え
ば
、
淵
朙
が
「
群
輔
錄
」
に
お
い
て
書
物
を
涉
獵
し
、
地
衟
に
古

人
を
記
し
連
ね
て
い
っ
た
原
動
力
は
、
確
か
に
子
供
逹
の
存
在
が
大
き
か
っ
た
の

で
あ
ろ
う
。
だ
が
、
よ
り
重
要
な
の
は
子
供
逹
に
ど
う
か
古
人
に
學
ん
で
欲
し
い

と
願
う
根
底
に
、
淵
朙
自
身
の
古
人
に
對
す
る
限
り
な
い
尊
崇
の
念
、
古
の
世
界

へ
の
果
て
な
い
憧
憬
の
念
が
あ
っ
た
に
違
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
に
、
淵
朙

が
「
群
輔
錄
」
編
纂
の
た
め
に
書
物
と
向
き
合
い
、「
群
輔
錄
」
を
通
じ
て
古
人

を
傳
承
し
よ
う
と
し
た
根
本
的
な
志
向
が
あ
る
。
淵
朙
は
古
の
繼
承
者
と
し
て
古

人
を
後
世
に
繫
い
で
い
く
た
め
に
、
ま
た
淵
朙
自
身
の
抱
え
る
古
を
生
き
得
な
い

歎
き
を
越
え
ゆ
く
た
め
に
、「
群
輔
錄
」
の
編
纂
營
爲
を
通
じ
て
書
物
に
棲
む
古

の
住
人
逹
を
蒐
集
し
、
彼
ら
を
網
羅
的
に
自
己
に
刻
み
込
ん
で
い
く
こ
と
で
、
書

物
に
廣
が
る
古
の
世
界
を
、
自
己
の
內
面
世
界
に
再
構
築
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

　

本
稿
は
、
陶
淵
朙
の
「
集
聖
賢
群
輔
錄
」
に
つ
い
て
、
讀
書
札
記
と
捉
え
る
先

學
の
見
解
に
㊟
目
し
、
淵
朙
の
讀
書
の
根
本
的
な
と
こ
ろ
か
ら
捉
え
直
し
た
。
淵

　
　

紫
芝
誰
復
採　

紫
芝 

誰
か
復
た
採
る

　

18
深
谷
久
應
蕪　

深
谷 

久
し
く
應
に
蕪あ

る
る
な
る
べ
し

　
　

駟
馬
無
貰
患　

駟
馬 

患
を
貰お
き
のる
こ
と
無
し

　

20
貧
賤
㊒
交
娛　

貧
賤 

娛
し
み
に
交
う
る
㊒
り

　
　

淸
謠
結
心
曲　

淸
謠 

心
曲
に
結
ぶ

　

22
人
乖
運
見
踈　

人
乖
き
て
運
踈
ん
ぜ
ら
る

　
　

擁
懷
累
代
下　

懷
い
を
擁
す 

累
代
の
下

　

24
言
盡
意
不
舒　

言
盡
き
て
意
舒
び
ず

　

衟
す
が
ら
商
山
を
經
た
な
ら
ば
、
綺
里
季
と
角
里
先
生
に
挨
拶
し
て
欲
し
い
と
、

ま
た
第
十
七
句
以
下
は
諸
家
が
指
摘
す
る
よ
う
に
四
皓
の
歌
を
踏
ま
え
て
お
り
、

四
皓
、
及
び
彼
ら
の
歌
は
皇
甫
謐
『
高
士
傳
』
卷
中
に
次
の
よ
う
に
み
え
る
。

四
皓
者
、
皆
河
內
軹
人
也
、
或
在
汲
。
…
…
、
而
作
歌
曰
、「
莫
莫
高
山
、

深
谷

0

0

逶
迤
。
曄
曄
紫
芝

0

0

、
可
以
療
飢
。
唐
虞
世
遠
、
吾
將
何
歸
。
駟
馬

0

0

高
蓋
、

其
憂
甚
大
。
富
貴
之
畏
人
、
不
如
貧0

賤0

之
肆
志
」（
四
皓
は
、
皆 

河
內
軹
の
人

な
り
、
或
い
は
汲
に
在
り
。
…
…
、
而
し
て
歌
を
作
り
て
曰
く
、「
莫
莫
た
る
高
山
、

深
谷 

逶
迤
た
り
。
曄
曄
た
る
紫
芝
、
以
て
飢
え
を
療
す
べ
し
。
唐
虞
の
世
遠
く
、
吾 

將
た
何
く
に
か
歸
ら
ん
。
駟
馬 

高
蓋
、
其
の
憂
い
甚
だ
大
な
り
。
富
貴
の
人
を
畏
れ

し
む
る
は
、
貧
賤
の
志
を
肆

ほ
し
い
ま
まに

す
る
に
し
か
ず
」
と
）。

　

淵
朙
は
こ
れ
を
踏
ま
え
て
第
十
七
句
か
ら
十
八
句
で
、「
紫
芝
」
で
飢
え
を
し

の
ぐ
も
の
も
居
な
く
な
り
、
商
山
の
「
深
谷
」
の
荒
れ
果
て
た
樣
を
想
起
す
る
。

第
十
九
句
か
ら
二
十
句
に
お
い
て
は
、
四
皓
と
同
樣
に
「
駟
馬
」
を
飼
う
豪
勢
な

暮
ら
し
の
盡
き
ぬ
憂
い
、「
貧
賤
」
な
暮
ら
し
に
こ
そ
、
樂
し
み
が
得
ら
れ
る
も

の
と
共
感
的
に
表
現
し
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
淵
朙
の
四
皓
の
精
神
を
繼
ぐ
意
志
が

み
て
取
れ
る
。
末
聯
で
は
、
四
皓
と
遙
か
に
隔
た
っ
た
時
代
を
生
き
る
な
か
で
、

彼
ら
へ
の
思
い
は
充
分
に
は
述
べ
盡
く
せ
な
い
と
結
ん
で
い
る
。
そ
し
て
、
四
皓
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報　

第
六
十
九
集

四
六

朙
は
、
政
界
に
馴
染
め
ず
、
貧
し
い
暮
ら
し
を
營
む
中
で
、
讀
書
を
樂
し
み
、
學

問
的
硏
鑽
に
勵
ん
で
い
た
。
淵
朙
は
讀
書
を
通
じ
て
自
己
の
貫
く
べ
き
生
き
方
を
、

よ
り
豐
か
な
生
を
獲
得
し
て
い
っ
た
も
の
と
い
え
る
。「
群
輔
錄
」
で
は
、
淵
朙

が
愛
讀
し
て
い
た
樣
々
な
書
物
を
み
る
こ
と
が
出
來
、
淵
朙
の
書
物
を
入
念
に
讀

み
込
む
態
度
、
加
え
て
、
古
人
を
正
し
く
傳
承
し
よ
う
す
る
記
述
姿
勢
が
窺
わ
れ

た
。
こ
う
し
た
淵
朙
の
「
群
輔
錄
」
編
纂
の
根
底
に
は
、
淵
朙
の
古
人
へ
の
尊
崇

の
念
、
古
の
世
界
へ
の
憧
憬
の
念
が
底
流
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
よ
り
廣
い
觀
點
か
ら
淵
朙
と
古
人
な
い
し
は
古
の
世
界
と
の
關
係

を
み
る
な
ら
ば
、
㊟
意
す
べ
き
作
品
と
し
て
、「
詠
二
疏
」、「
詠
荊
軻
」、「
詠
三

良（
（（
（

」、
ま
た
「
詠
貧
士
」
七
首
な
ど
の
詠
史
詩
、
さ
ら
に
ま
た
「
擬
古
」
九
首
な

ど
が
あ
る
。
淵
朙
に
內
面
化
さ
れ
た
古
人
、
あ
る
い
は
古
人
の
生
、
そ
し
て
、
古

の
世
界
は
、
こ
う
し
た
作
品
に
お
い
て
は
如
何
に
表
現
さ
れ
、
如
何
な
る
特
色
が

窺
え
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
う
し
た
點
を
今
後
の
課
題
と
し
て
附
記
し
、
稿
を
結

ぶ
こ
と
と
し
た
い
。

　

㊟
（
１
）　

底
本
に
は
汲
古
閣
舊
藏
の
『
陶
淵
朙
集
』（
中
華
再
造
善
本
、
二
〇
〇
三
年
）
を

用
い
た
。
陽
休
之
「
陶
潛
集
序
錄
」
な
ど
の
引
用
に
當
た
っ
て
も
該
書
に
據
る
。
ま

た
必
要
に
應
じ
て
、
李
公
煥
『
箋
㊟
陶
淵
朙
集
』、
陶
澍
『
靖
節
先
生
集
』
な
ど
を

參
照
し
た
。

（
２
）　

梁
諬
超
は
『
陶
集
考
證
』
に
お
い
て
、「
陽
休
之
所
謂
「
八
卷
無
序
」
者
也
。
此

本
殆
於
五
卷
外
加
入
「
五
孝
傳
」
一
卷
、「
四
八
目
」
上
下
二
卷
、
共
爲
八
卷
。
故

休
之
據
此
而
言
五
卷
本
之
「
闕
少
」
也
（
陽
休
之
の
所
謂
る
「
八
卷
に
し
て
序
無
」

き
者
な
り
。
此
の
本
は
殆
ど
五
卷
の
外
に
「
五
孝
傳
」
一
卷
、「
四
八
目
」
上
下
二

卷
を
加
入
し
て
、
共
に
八
卷
と
爲
す
」（『
飮
冰
室
合
集
』
第
二
二
册
、
中
華
書
局
、

一
九
三
六
年
、
四
九
頁
）
と
述
べ
て
い
る
。
併
せ
て
郭
紹
虞
『
陶
集
考
瓣
』（『
照
隅

室
古
典
文
學
論
集
』
上
卷
、
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
八
三
年
）
な
ど
を
參
照
さ
れ

た
い
。

（
３
）　

潘
重
規
氏
は
「
聖
賢
群
輔
錄
新
箋
」
に
お
い
て
、「
群
輔
錄
」
の
「
本
名
」
は
「
四

八
目
」
と
述
べ
、「
集
聖
賢
群
輔
錄
」
の
名
は
宋
代
以
降
の
文
獻
に
頻
出
す
る
こ
と

を
指
摘
し
て
お
り
（『
新
亞
書
院
學
術
年
刊
』
第
七
朞
、
一
九
六
五
年
、
三
〇
九
頁
）、

楊
勈
氏
『
陶
淵
朙
集
校
箋
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
〇
七
年
）、
袁
行
霈
氏
『
陶

淵
朙
集
箋
㊟
』（
中
華
書
局
、
二
〇
〇
三
年
）
な
ど
も
潘
重
規
氏
の
說
を
支
持
し
て

い
る
。

（
４
）　

陶
集
に
關
わ
る
僞
作
說
は
、
淸
朝
に
旉
か
れ
た
言
論
統
制
の
影
響
を
多
分
に
受

け
て
い
よ
う
こ
と
、
潘
重
規
氏
歬
揭
「
聖
賢
群
輔
錄
新
箋
」、
三
〇
五
～
三
三
五
頁
、

石
川
忠
久
氏
「
史
家
と
し
て
の
陶
淵
朙
」（
初
出
は
『
櫻
美
林
大
學
中
國
文
學
論
叢
』

第
一
號
、
一
九
六
八
年
。
後
に
『
陶
淵
朙
と
そ
の
時
代
』
硏
文
出
版
、
一
九
九
四
年

に
所
收
。
本
稿
で
は
後
者
を
用
い
た
。）、
一
一
二
～
一
二
四
頁
、
拙
稿
「
陶
集
僞
作

說
小
考
」（『
筑
波
中
國
文
化
論
叢
』
三
五
號
、
二
〇
一
六
年
）、
一
～
三
一
頁
參
照
。

（
５
）　

浙
江
本
『
四
庫
全
書
總
目
提
要
』（
中
華
書
局
、
一
九
六
五
年
）、
一
一
五
一
～
一

一
五
二
頁
參
照
。

（
６
）　

①
②
③
の
訓
讀
に
つ
い
て
は
煩
雜
さ
を
避
け
て
、
改
行
せ
ず
に
以
下
に
示
す
こ
と

と
し
た
。
な
お
、「〔
九
〕
州
選
舉
」
は
、
底
本
で
は
「
九
」
字
を
缺
く
が
、
淸
・
趙

在
翰
輯
『
七
緯
』（
鍾
肈
鵬
・
蕭
文
郁
點
校
、
中
華
書
局
、
二
〇
一
二
年
、
七
七
七

頁
）
な
ど
に
據
っ
て
補
っ
た
。

①
朙
由
は
升
級
を
曉あ

き

ら
か
に
す
［
㊟
：
宋
均
曰
く
、
級
は
、
等
差
な
り
。
政
の
先

後
す
る
所
な
り
。］ 

必
育
は
稅
役
を
受さ

ず

く
［
㊟
：
宋
均
曰
く
、
賦
稅
及
び
徭
役
を
受

け
、
宜
し
く
施
爲
す
べ
き
所
な
り
。］ 

成
博
は
古
諸
を
受
く
［
㊟
：
宋
均
曰
く
、
古

の
諸
侯
の
職
等
な
り
。］ 

隕
丘
は
［
㊟
：
一
に
立
に
作
る
］
延
嬉
を
受
く
［
㊟
：

宋
均
曰
く
、
延
は
、
長
な
り
。
嬉
は
、
興
な
り
。
主
に
此
の
錄
を
受
く
な
り
。］



陶
淵
朙
の
讀
書
の
軌
跡

四
七

右
燧
人
の
四
佐
。
燧
人
は
出
天
し
、
四
佐
は
出
洛
す
［
㊟
：
宋
均
曰
く
、
出
天
は
、

天
の
生
ず
る
所
な
り
。
出
洛
は
、
地
の
生
ず
る
所
な
り
。］。
②
…
…
右
伏
羲
の
六

佐
。
六
佐
は
出
世
す
［
㊟
：
宋
均
曰
く
、
宓
戲
は
燧
人
に
及
ば
ず
、
故
に
二
佐
を

增
す
。
出
世
は
、
人
の
生
ず
る
所
な
り
。］。
③
…
…
右
黃
帝
の
七
輔
。〔
九
〕
州

に
選
舉
せ
ら
れ
て
、
帝
德
を
翼
佐
す
。
燧
人
の
四
佐
よ
り
七
輔
に
至
る
ま
で
、『
論

語
摘
輔
象
』
に
見
ゆ
。

（
７
）　
『
論
語
摘
輔
象
』
は
『
隋
書
』
經
籍
志
に
著
錄
さ
れ
な
い
が
、
同
書
の
經
部
・
讖

緯
之
書
類
に
「
孝
經
內
事
一
卷
」
と
あ
り
、
そ
の
㊟
に
殘
さ
れ
た
梁
代
の
書
誌
情
報

に
「
論
語
讖
八
卷
宋
均
㊟
」
と
み
え
、
本
書
も
ま
た
そ
の
う
ち
に
含
ま
れ
て
い
た
も

の
と
さ
れ
る
（
安
居
香
山
・
中
村
璋
八
氏
『
緯
書
の
基
礎
的
硏
究
』
國
書
刊
行
會
、

一
九
八
六
年
所
收
の
中
村
璋
八
氏
「
論
語
緯
（
讖
）」
參
照
）。

（
８
）　

た
だ
し
、
楊
勈
氏
は
歬
揭
『
陶
淵
朙
集
校
箋
』
に
お
い
て
「
宋
庠
「
私
記
」
曰
、

「『
五
孝
傳
』
已
下
至
『
四
八
目
』、
子
㊟
詳
密
、
廣
於
他
集
。」
則
李
本
中
㊟
文
、
其

爲
原
來
㊒
之
者
乎
。
或
云
此
爲
自
㊟
、
不
知
何
據
）（
宋
庠
「
私
記
」
に
曰
く
、「『
五

孝
傳
』
よ
り
已
下
の
『
四
八
目
』
に
至
っ
て
は
、
子
㊟
詳
密
に
し
て
、
他
集
よ
り
も

廣
し
」
と
。
則
ち
李
本
中
の
㊟
文
、
其
れ
原
來
よ
り
之
㊒
る
者
と
爲
す
か
。
或
い

は
此
れ
自
㊟
爲
り
と
云
う
も
、
何
れ
に
據
る
か
を
知
ら
ず
）」（
三
二
五
頁
）
と
述
べ

る
よ
う
に
、
宋
・
宋
庠
は
お
そ
ら
く
は
淵
朙
自
㊟
の
立
場
を
採
っ
て
お
り
、
楊
勈

氏
は
そ
れ
に
疑
義
を
呈
し
て
い
る
。
な
お
、
㊟
で
引
用
さ
れ
る
の
は
、『
論
語
摘
輔

象
』
の
宋
均
の
ほ
か
、
王
粲
の
賦
や
王
敦
の
言
、
ま
た
曹
叡
「
甄
表
狀
」、『
北
海
耆

舊
傳
』、『
後
漢
書
』、『
崔
氏
譜
』、『
陳
留
志
』
で
あ
る
。
諸
本
の
編
纂
時
朞
な
ど
に

つ
い
て
、『
北
海
耆
舊
傳
』
は
『
隋
書
』
經
籍
志
、
史
部
・
雜
傳
類
の
「
四0

海
耆
舊

傳
一
卷
」
に
當
た
る
も
の
と
さ
れ
て
お
り
（
姚
振
宗
『
隋
書
經
籍
志
考
證
』
巻
二
十

參
照
）、
編
者
は
不
朙
で
あ
る
が
、「
耆
舊
傳
」
な
ど
の
人
物
傳
が
後
漢
か
ら
東
晉
朞

に
流
行
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
永
田
拓
治
氏
「『
汝
南
先
賢
傳
』
の
編
纂
に
つ

い
て
」（『
立
命
館
文
學
』
六
一
九
號
、
二
〇
一
二
年
、
三
五
二
〜
三
六
七
頁
）
參
照
。

『
後
漢
書
』
は
本
文
に
つ
い
て
は
先
學
が
指
摘
す
る
よ
う
に
謝
承
『
後
漢
書
』
が
㊒

力
で
あ
り
、
た
と
え
ば
、
�
に
「
太
尉
掾
汝
南
細
陽

0

0

范
滂
字
孟
博
」
と
あ
り
、
范
曄

『
後
漢
書
』
黨
錮
傳
で
は
「
范
滂
字
孟
博
、
汝
南
征
羌

0

0

人
也
」
と
異
同
を
み
る
こ
と

が
出
來
、
こ
こ
に
附
さ
れ
た
李
賢
㊟
に
謝
承
『
後
漢
書
』
を
引
い
て
「
汝
南
細
陽

0

0

人

也
」
と
あ
る
の
と
一
致
す
る
。
㊟
の
『
後
漢
書
』
は
、
�
「
八
顧
［
㊟
：『
後
漢
書
』

無
劉
儒
、
㊒
范
滂
」、
�
「
八
及
［
㊟
：『
後
漢
書
』
無
范
滂
、
㊒
翟
超
」、
�
「
八

厨
［
㊟
：『
後
漢
書
』
無
劉
翊
、
㊒
劉
儒
」
と
あ
り
、「
八
顧
」
に
「
范
滂
」
を
、「
八

及
」
に
「
翟
超
」
を
、「
八
厨
」
に
「
劉
儒
」
を
擧
げ
る
の
は
、
范
曄
『
後
漢
書
』

と
一
致
し
、
謝
承
『
後
漢
書
』
は
確
認
し
得
な
い
。
し
か
し
范
曄
『
後
漢
書
』
の
參

照
一
本
も
ま
た
謝
承
の
そ
れ
で
あ
る
か
ら
、
范
曄
『
後
漢
書
』
に
基
づ
く
後
世
の
㊟

釋
と
は
斷
じ
得
な
い
。
ま
た
『
陳
留
志
』
は
『
隋
書
』
經
籍
志
、
史
部
・
雜
傳
類

に
「
陳
留
志
十
五
卷
東
晉
剡
令
江
敞
撰
」
と
著
錄
さ
れ
て
お
り
、『
崔
氏
譜
』
は
『
隋

書
』
經
籍
志
に
未
收
で
あ
る
が
、
裴
松
之
が
『
吳
書
』
諸
葛
亮
傳
の
㊟
に
一
例
ば
か

り
引
用
し
て
い
る
。
潘
重
規
氏
は
歬
揭
「
聖
賢
群
輔
錄
新
箋
」
に
お
い
て
こ
う
し
た

㊟
の
諸
本
も
含
め
、「
陶
公
讀
書
採
穫
之
作
…
…
無
一
非
晉
以
歬
人
書
（
陶
公
の
讀

書
の
採
穫
の
作
…
…
一
と
し
て
晉
以
歬
の
人
の
書
に
非
ざ
る
無
し
）」（
三
一
一
頁
）

と
述
べ
て
い
る
。

（
９
）　
「
八
儒
」
は
『
韓
非
子
』
顯
學
篇
に
「
子
張
」「
子
思
」「
顏
氏
」「
孟
氏
」「
漆
雕

氏
」「
仲
良
氏
」「
孫
氏
」「
樂
正
氏
」
と
み
ら
れ
、「
群
輔
錄
」
の
跋
文
の
後
に
も

「
八
儒
」
及
び
「
三
墨
」
の
記
述
が
み
ら
れ
る
が
、
こ
の
二
條
は
宋
・
宋
庠
が
「
此

似
後
人
妄
加
、
陶
公
非
本
意
（
此
れ
後
人
の
妄
加
す
る
と
こ
ろ
に
似
た
り
、
陶
公
の

本
意
に
非
ず
）」
と
述
べ
て
以
來
、
僞
作
と
看
做
す
の
が
定
說
で
あ
る
。

（
10
）　
「
夫
操
行
之
難
」
は
、
底
本
で
は
「
失0

操
行
之
難
（
操
行
を
失
す
る
の
難
あ
り
）」

に
作
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、
李
公
煥
本
な
ど
の
諸
版
、
袁
行
霈
氏
歬
揭
『
陶
淵

朙
集
箋
㊟
』（
五
九
五
頁
）
な
ど
の
校
訂
に
從
う
。

（
11
）　
「
田
叔
・
孟
舒
等
十
人
」
な
ど
に
つ
い
て
は
、
淵
朙
自
身
も
彼
ら
の
姓
名
が
不
朙
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瞭
で
あ
る
の
を
慨
歎
し
て
い
る
以
上
、
彼
ら
を
敬
慕
し
て
い
た
こ
と
は
朙
ら
か
で
あ

る
。
こ
こ
に
淵
朙
の
一
側
面
と
し
て
、
し
ば
し
ば
說
か
れ
る
熾
烈
な
氣
性
の
一
端
が

窺
わ
れ
る
。

（
12
）　

方
宗
誠
『
陶
詩
眞
銓
』。
引
用
は
『
中
華
大
典―

魏
晉
南
北
朝
文
學
分
典
』（
鳳

凰
出
版
社
、
二
〇
〇
七
年
）、
一
〇
〇
七
頁
に
據
る
。

（
13
）　

潘
重
規
氏
歬
揭
「
聖
賢
群
輔
錄
新
箋
」、
三
一
二
頁
參
照
。
な
お
、
石
川
忠
久
氏

は
歬
揭
「
史
家
と
し
て
の
陶
淵
朙
」
に
お
い
て
「
五
孝
傳
」
と
「
群
輔
錄
」
を
「
史

傳
類
」（
一
一
二
頁
）
に
位
置
づ
け
て
お
り
、
こ
う
し
た
觀
點
に
つ
い
て
は
併
せ
て

齊
益
壽
氏
『
黃
菊
東
籬
耀
古
今―

陶
淵
朙
其
人
其
詩
散
論―

』
の
第
三
章
「
陶

淵
朙
的
儒
者
襟
抱
與
獨
立
精
神
」（
國
立
臺
灣
大
學
出
版
、
二
〇
一
六
年
）
を
參
照
。

た
だ
、「
群
輔
錄
」
は
そ
の
「
四
八
目0

」、
あ
る
い
は
「
集
聖
賢
群
輔
錄0

」
と
い
う
稱

か
ら
も
窺
え
る
よ
う
に
目
錄
的
で
あ
り
、
史
書
や
人
物
傳
を
企
圖
す
る
も
の
と
は
捉

え
難
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

（
14
）　

李
善
は
「
琴
書
」
に
㊟
し
て
、
劉
歆
「
遂
初
賦
」
の
「
玩
琴
書
以
滌
暢
（
琴
書
を

玩
び
て
以
て
滌
暢
す
）」（『
文
選
』
卷
四
十
五
）
を
擧
げ
て
い
る
。

（
15
）　

併
せ
て
一
海
知
義
氏
「
陶
淵
朙
の
孔
子
批
判
」（
初
出
は
『
文
學
』
四
五
號
、
岩

波
書
店
、
一
九
七
七
年
。
後
に
『
一
海
知
義
著
作
集
』
第
二
册
、
藤
原
書
店
、
二
〇

〇
八
年
に
所
收
）
を
參
照
さ
れ
た
い
。

（
16
）　

朙
・
楊
愼
『
丹
鉛
雜
錄
』
卷
一
の
「
讀
書
不
求
甚
解
」
な
ど
を
參
照
。

（
17
）　

川
合
康
三
氏
「
か
く
あ
り
た
い
我
れ―

「
五
柳
先
生
傳
」
型
自
傳
」（『
中
國
の

自
傳
文
學
』、
創
文
社
、
一
九
九
六
年
）、
八
二
頁
參
照
。

（
18
）　

㊮
料
の
分
類
に
つ
い
て
は
、
基
本
的
に
は
『
隋
書
』
經
籍
志
に
從
う
こ
と
と
し
、

併
せ
て
姚
振
宗
『
後
漢
書
藝
文
志
』、
潘
重
規
氏
歬
揭
「
聖
賢
群
輔
錄
新
箋
」
な
ど

を
參
照
し
な
が
ら
、
時
代
順
に
竝
べ
る
こ
と
と
し
た
。

（
19
）　

㊹
は
底
本
で
は
、「
見
『
漢
書
』
及
『
决
錄
』」
と
あ
る
が
、
潘
重
規
氏
歬
揭
「
聖

賢
群
輔
錄
新
箋
」（
三
二
五
頁
）、
楊
勈
氏
歬
揭
『
陶
淵
朙
集
校
箋
』（
三
四
九
頁
）

な
ど
に
據
っ
て
、「『
後0

漢
書
』」
の
誤
り
と
判
斷
し
た
。

（
20
）　
「
鮌
」
字
と
「
鯀
」
字
は
『
廣
韻
』
を
參
照
し
、
異
體
字
の
關
係
に
あ
る
も
の
と

判
斷
し
た
。

（
21
）　

顏
師
古
は
『
漢
書
』
古
今
人
表
の
「
秦
不
虛
」
に
「
雒0

陶
已
下
皆
舜
之
友
也
。

…
…
。
竝
見
『
尸
子
』（
雒
陶
よ
り
已
下 

皆
舜
の
友
な
り
。
…
…
。
竝
び
に
『
尸

子
』
に
見
ゆ
）」
と
㊟
し
て
い
る
。
な
お
、「
群
輔
錄
」
の
⑪
が
「
雄0

陶
」
に
作
り
、

『
尸
子
』
や
『
漢
書
』
が
「
雒0

陶
」
に
作
る
の
は
魯
魚
亥
豕
の
異
同
で
、
お
そ
ら
く

は
「
雒
」
字
に
作
る
の
が
正
し
い
。
王
念
孫
は
『
讀
書
雜
志
』
志
七
、「
墨
子
雜
志
」

卷
一
の
「
王
孫
雒
」
の
條
で
「
隸
書
雄0

字
或
作
䧺
、
與
雒0

相
似
、
故
雒0

譌
爲
雄0

（
隸

書
の
雄
字 

或
い
は
䧺
に
作
る
、
雒
と
相
い
似
た
り
、
故
に
雒
も
て
譌
り
て
雄
と
爲

す
）」
と
說
朙
し
て
い
る
。

（
22
）　
「
詠
二
疏
」
詩
な
ど
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
陶
淵
朙
詠
史
詩
試
論―

詠
史
詩
に

お
け
る
「
傳
體
」
と
そ
の
特
色―

」（『
筑
波
中
國
文
化
論
叢
』
三
四
號
、
二
〇
一

五
年
）、
一
～
三
八
頁
を
參
照
。




